


























































































































会話試験は、ACTFL (American Council on the Teaching of Foreign Languages)によ








































































































































































































































































































































































































































































































































12）例えば、New York Universityでは、大学院生の書く能力を向上させるために、在学中にessay testと称
した作文試験を課し、卒業条件の一つとしている。そのため、Writing Centerを組織し、博士課程後期の学
生や、ポストドクター以上の専門家を常時配置し、予約制による支援体制を整えている。留学生はもちろん
英語ネーティブの学生たちも無料で利用出来る。
13）証券取引所へ株式を公開している国内企業のうち、3,500社に対してアンケート調査実施。回答総数352社。
具体的には「日本企業における外国人留学生の就業促進に関する調査研究」
14）平成16年度経済産業省委託調査「留学生の日本における就職状況に関する調査」三菱総合研究所
15）経済産業省および文部科学省が、平成18年に発足した国家プロジェクトで、日本企業に就職意志のある、
能力・意欲の高いアジアなどの留学生に対し、奨学金や人財育成から就職支援までの一連の事業を通じ、産
業界で活躍する専門イノベーション人材の育成を促進しようとする事業。工学部も北九州学術研究都市のほ
か２大学（九州工業大学、早稲田大学）と協力して平成19年度よりこのプロジェクトによる大学院生育成プ
ログラムに参画している。
16）海外から良い人材を確保するためには、まず、世界共通語である英語による広報活動（パンフレットやホー
ムページ）が必至である。中国人留学生が大半の工学部では中国語での広報も必要である。
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